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要旨：人の意識は後から上書きされることが Bear & Bloom（2016）によって確かめられて

いる。しかし彼らの実験方法には，Postdictive 効果を誘発する可能性が考えられた。本研

究では Postdictive 効果の誘発を防ぐよう改善した手続きで実験を行った。その結果，改善

して行った条件の方がオリジナルの条件よりも Postdictive 効果が起こりづらいことが分

かった。したがって，実験方法の違いにより Postdictive 効果の起こりやすさが変化するこ

とが示された。 
 
 

問  題 

 
 日常生活の中には，選択をしなければならない場面

が数多く存在する。例えば，朝食は何を食べよう，今

日は何を着よう，交通手段は何を利用しようなど，日

常生活は選択と意思決定の連続により成り立っている。

それらはすべて，自分の意思で判断をし，それに基づ

いて選択をした結果であると思って私たちは生きてい

る。しかし，実際は，必ずしもそうとは言い切れない

のである。 
自分の意思決定を実際とは違ったふうに思い込む場

合があることは，Johansson, Hall, Sikstrӧm, & Olsson
（2005）によって実証されている。彼らは次のような

実験を行った。実験者は，2 名の女性の写真を実験参

加者に呈示し，より魅力的だと思う方を参加者に選択

させた。その後，実験者は 2 枚の写真を伏せ，参加者

に気づかれないように 2 枚の女性の写真をすり替えた。

そして，参加者には選択したのではない方の女性の写

真を見せた。すると，参加者の大半が写真のすり替え

に気づかないまま，その女性を魅力的だと感じた理由

を述べた。つまり，参加者は自分の選択しなかった方

を，自分が選択したものだと思い込んだのである。す

なわち，選択をした後で周囲からの刺激の影響を受け

て，ある選択をしたという意識が書き換わってしまっ

たのだと言える。 

Bear & Bloom（2016）はより統制された状況（実験

者と実験参加者の間に相互的なやり取りが発生しない

で実験が遂行される状況）で意識の書き換えに関わる

実験を行い，さらにその時間特性を検証した。彼らは

実験参加者に 5 つの白い円を呈示し，5 つの中から好

きな円どれか 1 つを頭の中で選んでもらった。その後，

5 つの白い円のどれか 1 つを赤色の円に置き換え，参

加者には先ほど自分が選んだ円が赤く変化した円（以

下，ターゲット）だったか否かを判断させた。この際，

5 つの円の中で自分が選んだ円が赤く変化した円だっ

たら Yes，白いままだった場合は No を選択するように

教示した。実験参加者が最初に円の選択を求められて

からいずれかの円が赤に変化するまでの時間は 50～
1,000 ms の間で操作された。そこで，遅延時間が短い

場合には特に，自分が選択した円と色が変化したこと

によって注目させられた円を取り違えやすい状況にな

っていた。色が変化する前には 5 つの円からどれかひ

とつを特に選ぶ理由はなかったので平均的にはどの円

の選択率も 20％になるはずである。しかし，もし後か

ら赤に変わったためにその円に注目した結果として，

自分は変化の前からその円を選んでいたと思いこんだ

としたら，赤い円を選んでいたと答える割合は ％20 よ

りも高くなるだろう。実験の結果，短い遅延の時には 

Yes と回答した割合が 20％よりも有意に高くなった。

よって，統制された実験的な状況で，選択率が変化す
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ることがわかった。Bear & Bloom は，この変化のこと

を Postdictive 効果とよんだ。 
また，Bear & Bloom の実験結果からは，Postdictive

効果は，遅延が約 250 ms よりも短いときに起こり，

約 333.33 ms 経つと消えることが示された。 
 しかし，Bear & Bloom（2016）の実験手続きには疑

問点がある。それは，質問方法が「赤く変化した円を

選択していたか？」であったことだ。この手続きでは，

赤い円にいったん意識を向けさせられる。そうすると，

円が赤くなったときに意識の上書きが起こったのでは

なく，回答の際に赤か白かということに意識が向けさ

せられたために意識の上書きが起こった可能性がある。

さらには，5 つの円からどれを選んだかを考えるとき

には 1/5 の選択だが，赤になった円を選んだかどうか

を考えるときには 1/2 の選択を意識させていたかもし

れない。そのため，Bear & Bloom の手続きは， 赤く変

化した円を選択していたと答えることに対して誘導的

であったことが考えられる。このことから，Bear & 
Bloom では質問方法が Postdictive 効果を起こしやすく

したために，先に紹介したような結果が得られたと推

測できる。このように考えると，Bear & Bloom の実験

では，本来得られる以上の Postdictive 効果が得られた

と思われる。このことが正しいとすれば，質問方法か

ら誘導的な要素を排除することでより精確な実験結果

を得ることができるはずである。 

 本研究の目的は，誘導的な質問の仕方を変えたとし

ても Postdictive 効果が起こるのかを検証することであ

る。また，実験手続きを変更することで，より正確な

Postdictive 効果の時間特性を突き止めることも目的と

する。本実験では，先行研究と同じ条件と，誘導的な

要素をできるだけ排除した条件の 2 つを設定した。先

行研究と同じ条件は，質問方法を「赤く変化した円を

選択していたか？」とし，ターゲット注目条件と名づ

けた。誘導的な要素を排除した条件は，質問方法を「ど

の円を選択したか？」とし，全体注目条件と名づけた。

全体注目条件はターゲットへの誘導性がターゲット注

目条件よりも低くなるように設定した条件である。そ

のため，この実験の結果としては，ターゲット注目条

件のほうが全体注目条件よりもターゲットを選択した

と答える割合が高くなることが予想された。 

 
方  法 

 
 

実験参加者 

 大正大学の学生で，男性 15 名，女性 10 名の計 25 名

であった。実験参加者の平均年齢は 20.64歳（SD = 0.70）
であった。実験参加者の視力，または矯正視力は正常

であった。 
 
刺激と装置 

 実験は，大正大学の認知実験室で行われた。刺激を呈

示する装置には 24 インチのモニター（BenQ, XL2420z）
が用いられ，実験参加者の反応はキーボードを用いて

測定された。また，モニターのリフレッシュレートは，

60 Hz であった。実験の制御には,コンピューター（HP, 
ENVY 700PC Series 700-270jp）にインストールされた 

PsychoPy（v1.83.04, v1.84.2）を用いた。 

 実験中，実験参加者は，約 60 cm の距離で正面から

モニターを見た。刺激は，黒の背景に呈示された。刺

激には，直径視角約 1.2 °の白と赤の円とその円に収ま

るサイズの黒の数字を用いた。画面中央に縦横 5 本の

直線からなる格子を仮定し，その各交点上に互いに重

ならないように円を配置した。この格子のなす空間は

正方形であった。また，この格子は視角約 8×8 °の大き

さであった。 

 

手続き 

 全体注目条件 各試行の流れを図 1に示す。実験は，

実験参加者がモニターの前に着席した状態で行われた。

始め，実験参加者は，実験者から全体注目条件におけ

る課題についての説明を受けた。その後，実験参加者

は練習試行を開始した。練習試行では，最初にモニタ

ーの中央に十字の注視点が 500 ms 間提示された。その

後，5 つの白い円がランダムな配置でモニター上に呈

示された。参加者は，このうちの 1 つを選択し，どれ

を選んだかを覚えておいた。50.00 ms，83.33 ms，166.67 
ms，250.00 ms，333.33 ms，500.00 ms，1000.00 ms のい

ずれかの遅延の後,これらの円の内側には，1～5 の黒

色の数字がランダムにふられ，同時に 1 つの円は赤色

に変化した。実験参加者は，先ほど覚えた円の上に振

られた数字のキーを押した。選択をする前に円が変化

した場合，実験参加者は「d」のキーを押した。試行回

数は，それぞれの遅延について 1 回ずつの 7 試行であ

った。計 7 試行が終わると，モニター上に終了を示す

文が表示された。練習試行の後，実験内容についての

十分な理解が得られたことを確認し，本試行を行った。

本試行では練習試行と同様の試行を 210 試行行った。 
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内訳は，遅延 7 種をランダムな順に各 30 試行ずつで

あった。また，本試行では，105 試行を行った後，60 秒

の休憩をはさんで残りの 105 試行を行った。計 210 試

行が終わると，モニター上に終了を示す文が表示され

た。 

 ターゲット注目条件 各試行の流れを図 2 に示す。

この条件は，全体注目条件の試行を終えた後，続けて

行われた。これは，ターゲット注目条件から行うと，

一度赤い円に注目してしまい全体注目条件へ影響を与

える可能性があるためであった。始め，実験参加者は，

実験者からターゲット注目条件における課題について

の説明を受けた。その後，実験参加者は練習試行を開

始した。練習試行では，最初にモニターの中央に十字 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
の注視点が 500 ms 間提示された。その後，5 つの白い

円がランダムな配置でモニター上に呈示された。参加

者は，このうちの 1 つを選択し，どれを選んだかを覚

えておいた。これらの円のうち 1 つは，全体注目条件

と同じ遅延のいずれかの後，赤色に変化した。実験参

加者は，先ほど覚えた円が赤く変化すれば「y」のキー

を，変化しなければ「n」のキーを押した。選択をする

前に円が変化した場合，験参加者は「d」のキーを押し

た。試行回数は，それぞれの遅延 1 回ずつの 7 試行で

あった。計 7 試行が終わると，モニター上に終了を示

す文が表示された。練習試行の後，実験参加者が実験

内容についての十分な理解が得られたことを確認して

から，本試行を行った。本試行では練習試行と同様の 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 1  全体注目条件の実験手順 

図 2  ターゲット注目条件の実験手順 
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試行を 210 試行行った。内訳は，遅延 7 種をランダム

で各 30 試行ずつであった。また，本試行では，105 試

行を行った後，60 秒の休憩をはさんで残りの 105 試行

を行った。計 210 試行が終わると，モニター上に終了

を示す文が表示された。実験終了後，実験参加者に内

観報告を求めた。 

 

結  果 

 

実験参加者の各遅延時間での「Yes」，「No」および，

選択する時間がなかった「d」のそれぞれの回答の頻度

を表 1 に示す。全体注目条件のデータについては，タ

ーゲットの番号を選んだ回数を「Yes」，それ以外の円

の番号を選んだ回数を「No」として集計した。 

 

表 1 各条件における遅延ごとの反応の分布 

 
ターゲット注目条件 

 実験参加者全体の各遅延別のターゲット選択率を算

出した。ターゲット選択率を図 3 に示す。このターゲ

ット選択率は，実験参加者ごとに各遅延のターゲット

選択率の平均を出し,それを実験参加者全員で平均す

ることで算出した。図 3 で，この平均のグラフに沿っ

て動く薄桃色の帯は，95 %信頼区間である。チャンス

レベルと書かれた破線は，実験参加者が 5 つの円から

赤色に変化する円を偶然に選択する場合のチャンスレ

ベル（0.20）を示している。モデルと書かれた線分は，

後述の回帰分析によって求めた推定値を表している。 

全ての実験参加者の質問に対する反応において，ター

ゲットを選択した場合（Yes）を 1，しなかった場合

（No)を 0 としたデータに対して，ロジスティック回

帰分析を行った。予測変数は遅延の逆数であった。具

体的な回帰式は以下の通りである。 

 
Logit（ターゲット選択率）＝b（1/遅延）＋定数 

 

なお，パラメータの推定には，実験参加者を変量要因

とするマルチレベルモデルを用いた。分析は，R version 
3.3.2 の lme4 パッケージ version1.1-12 によった。 

 

 
図 3 ターゲット注目条件における 

赤い円を選択した割合 
 

遅延を予測変数とすることが妥当であるか確認するた

めに，遅延を予測変数として含むモデルと遅延を予測

変数として含まないモデルの比較を行った。この検定

の有意水準は 5％に設定した。検定の結果，有意であ

ったので（x² (1) = 14.75, p < 0.001），遅延の要因はタ

ーゲット選択率の予測に貢献していたといえる。また，

ターゲットを選択する確率は，遅延が長くなるにつれ

て減少した（b = 19.41, z = 4.20, p < 0.001）。赤池情報

量規準（AIC）を用いたモデルの比較では，遅延を考慮

するモデル（AIC = 5920）は，遅延を考慮しないモデ

ル（AIC = 5940）よりも好ましいものであった。 
 遅延 50.00 ms から 500.00 ms までの範囲では実験参

加者のターゲット選択率はチャンスレベルを有意に上

回っていた。よって，Postdictive 効果が観察されたとい

える。また，遅延が長くなるにつれて Postdictive 効果

が小さくなったことは Bear & Bloom（2016）と同様で

ある。ただし，Bear & Bloom とは違って，本研究では

遅延 333.33 msと 500.00 msのときにもターゲット選択

率はチャンスレベルよりも有意に高かった。 

遅延時間 (ms) "Yes" "No" "d" 合計
ターゲット注目条件  

50.00 233 417 100 750
83.33 210 459 81 750

166.67 222 492 36 750
250.00 219 508 23 750
333.33 223 518 9 750
500.00 189 557 4 750

1000.00 168 580 2 750

全体注目条件
50.00 177 458 115 750
83.33 168 497 85 750

166.67 180 517 53 750
250.00 172 540 38 750
333.33 154 574 22 750
500.00 168 565 17 750

1000.00 157 587 6 750

反応
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全体注目条件 

 全体注目条件のターゲット選択率を下の図 4 に示す。

図 4 のターゲット選択率，信頼区間，各反応を観測で

きる各遅延条件，チャンスレベル，モデルについては

図 3 と同じ表示方法であった。また，ターゲット選択

率，信頼区間の算出方法，モデルの算出に用いた回帰

式はターゲット注目条件と同じであった。モデルを算

出するために用いたデータは，全ての実験参加者の質

問に対する反応 1～5 において，ターゲットの数字と反

応の数字が一致した場合を 1，しなかった場合を 0 と

して，ロジスティック回帰分析を行った。 

 

図 4  全体注目条件における赤い円を選択した割合 
 

ターゲット注目条件と同様に，遅延を予測変数に含

めることが妥当であるかを確かめるための検定を行っ

た。検定の結果，有意な差が認められた（x² (1) = 4.19, 
p = 0.04）。推定の結果，ターゲットを選択する確率は，

遅延が長くなるにつれて有意に減少した（b = 11.36, z 
= 2.13, p = 0.03）。赤池情報量規準（AIC）を用いたモ

デルの比較では，遅延を考慮するモデル（AIC = 5168）
は，遅延を考慮しないモデル（AIC = 5170）よりも好

ましいものであった。 

 ターゲット注目条件と違い，遅延 50.00 ms 条件での

み，ターゲット選択率はチャンスレベルよりも有意に

高かった。したがって，質問内容からできるだけ誘導

的な要因を取り除いたとしても Postdictive 効果は起き

ると言える。また，遅延が長くなるにつれて Postdictive
効果が小さくなることは，Bear & Bloom（2016）およ

びターゲット注目条件と同様であった。 

 

全体注目条件とターゲット注目条件の比較 

 全体注目条件とターゲット注目条件の間でターゲッ

ト選択率とその遅延時間に伴う変化のパターンに違い

があるかを検討する。比較しやすくするため，両条件

における遅延ごとの実験参加者のターゲット選択率の

平均を図 5 に示す。 

 

 
図 5 2 条件のターゲット選択率の割合の比較 

 

 条件間の比較を行うため，両条件のデータに，条件

と遅延の要因と交互作用を含む回帰分析を行った。具

体的な回帰式は以下の通りであった。 

 

Logit（ターゲット選択率） = b₁(1/遅延)＋b₂(条件) 

＋b₃(1/遅延×条件)＋切片 

 

分析の結果，遅延（b₁ = 19.33, z = 3.67, p < 0.001）, 

条件（b₂ = -0.36, z = 0.07, p < 0.001）ともに主効果が見

られた。このことから，どちらの条件でも遅延が長く

なるほど，ターゲット選択率が減少することがわかっ

た。また，ターゲット注目条件よりも全体注目条件で

ターゲット選択率が低いことが確認された。交互作用

は見られなかった（ b₃ = -8.72, z = -1.11, p = 0.27)。そ

のため，どちらの条件でも遅延に伴う Postdictive 効果

の減少の仕方は変わらなかったと考えられる。 

 

考  察 

 

 本研究では，質問内容から誘導的な要素をできるだ

け排除した上でも Postdictive 効果は起こりうるのか

を明らかにすることを目的とした。また，実験手続き

を変更することで，より正確な Postdictive 効果の時間

特性を突き止めることを目的とした。そのために，「赤

く変化した円を選んだかどうか」という誘導的と思わ

れる質問形式をターゲット注目条件，「どの円を選択し

たか」を直接選ばせる，より非誘導的な質問形式を全

体注目条件とし，ターゲット選択率を条件間で比較し

た。実験の結果，全体注目条件よりもターゲット注目
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条件の方がターゲット選択率が高いことが示された。 
また，どちらの条件においても遅延が長くなるほどタ

ーゲット選択率が低くなることが示された。 
まず，ターゲット注目条件において Postdictive 効果

が起きるという結果は先行研究と同様であった。回帰

分析において，チャンスレベルと実験で得られたター

ゲット選択率の間に有意な差が見られたためである。

また，遅延が長くなるにつれて Postdictive 効果が小さ

くなるという結果も，先行研究と同様であった。しか

し，先行研究では，250 ms よりも遅延が短い場合に

Postdictive 効果が見られたが，本研究のターゲット注

目条件においては 500 ms よりも遅延が遅い場合に

Postdictive 効果が見られたという点に違いがあった。 
 本研究では，質問の仕方と Postdictive 効果に関係が

あるという仮説を立てた。この仮説から，全体注目条

件よりもターゲット注目条件の方がターゲットを選択

した割合が高くなると予測された。回帰分析を用いて

2 条件のターゲット選択率を比較したところ，全体注

目条件よりもターゲット注目条件の方がターゲットを

選択した割合が高いという有意な差が見られた。よっ

て本実験の結果は，この予測と一致しており，仮説は

支持されたと言える。 

 本研究は，質問の仕方を変えても，Postdictive 効果が

起こるのかを明らかにすることを目的として行った。

実験の結果から，質問の仕方と Postdictive 効果は関係

があることが示された。しかし，誘導的な要素を排除

したとしても，Postdictive 効果はなくなるものではな

いということも示された。Postdictive 効果が「赤く変化

した円を選択していたか？」という質問をすることに

よってのみ起こるものなのであれば，誘導的な要素を

排除したと思われる全体注目条件において,ターゲッ

ト選択率はチャンスレベルに重なるはずであるからだ。

だが，本実験ではターゲット選択率とチャンスレベル

の間に有意な差が見られたため誘導的な要素を排除し

たうえでも Postdictive 効果は起こることが示された。 

 しかし，本研究の限界として， 全体注目条件におい

ても誘導的な要素をすべて排除しきれたとは完全には

言い切れない点が挙げられる。たとえば，回答画面に

おいても円が赤いままであったことはターゲットを選

択したと答えることを促したかもしれない。今後，実

験内容を見直したうえで再度検討を行う必要がある。 

 本実験の結果から，人の意識が事後的な意識によっ

て左右されなくなり，確固として成立するまでの時間

が示唆された。Bear & Bloom（2016）の実験では遅延

250 ms，本研究のターゲット注目条件では 500 ms，全

体注目条件では 50 ms よりも短い時に Postdictive 効果

が起こることが示された。よって，条件によっては人

は少なくとも 50 ms の間自分の行動についての明確な

意識を形成できると考えられる。 
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